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『
晋
ノ
文
子
』
の
文
献
的
性
格
序
『
手
文
子
』
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
・
名
家
類
に
、
「
罪
文
子
」
一
篇
と
そ
の
名
が
記
録
さ
れ
る
。
自
注
に
は
「
斉
の
宣
王
に
説
く
。
公
孫
龍
に
先
ん
ず
」
と
あ
る
か
ら
、
班
国
は
そ
の
書
を
戦
国
中
期
的
思
想
家
・
苧
文
の
著
作
と
判
断
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
信
ず
る
な
ら
ば
、
コ
ヂ
文
子
』
は
戦
国
期
の
名
家
の
思
想
を
研
究
す
る
上
で
、
実
に
貴
重
な
文
献
と
な
る
。
だ
が
現
在
伝
わ
る
『
手
文
子
』
に
対
し
て
は
、
後
漢
末
か
ら
三
国
時
代
に
か
け
て
芸
文
志
が
記
す
「
矛
文
子
」
一
篇
が
亡
侠
し
た
の
ち
、
何
者
か
に
よ
っ
て
偽
作
さ
れ
た
全
く
の
偽
書
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
念
が
唱
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
今
日
で
は
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
い
ぶ
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
今
本
『
苧
文
子
』
を
戦
国
期
的
名
家
の
著
作
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
全
く
不
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
『
す
文
子
』
の
思
想
内
容
を
考
察
す
る
基
礎
作
業
と
し
て
、
ま
ず
今
j実
裕
野
本
『
ヂ
文
子
』
を
め
ぐ
る
文
献
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
置
く
こ
と
と
し
た
い
。
最
初
に
、
戦
国
中
期
の
思
想
家
・
手
文
そ
の
人
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
手
文
に
関
す
る
最
も
古
い
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
『
荘
子
』
天
下
篇
の
記
述
で
あ
る
。
不
累
於
俗
、
不
飾
於
物
、
不
荷
於
人
、
不
快
於
衆
。
願
天
下
之
安
寧
、
以
活
民
命
、
人
我
之
養
畢
足
市
止
。
以
此
白
心
。
古
之
道
術
有
在
於
是
者
。
宋
餅
苧
文
間
其
風
而
悦
之
。
作
矯
華
山
之
冠
以
自
表
、
接
荷
物
以
別
宥
鴬
始
。
語
心
之
容
、
命
之
日
心
之
行
。
以
肺
合
聴
、
以
調
海
内
、
請
欲
置
之
以
馬
主
。
見
侮
不
阜
、
救
民
之
閥
、
禁
攻
寝
兵
、
救
世
之
戦
。
以
此
周
行
天
下
、
上
設
下
敬
、
雅
夫
下
不
取
、
強
聴
而
不
合
者
也
。
故
目
、
上
下
見
厭
市
強
見
也
。
雑
然
其
同
時
人
太
多
、
其
白
馬
太
少
。
目
、
詩
欲
固
置
五
升
之
飯
足
失
。
先
生
恐
不
得
飽
。
弟
子
践
餓
、
不
忘
天
下
、
日
夜
不
休
。
目
、
我
必
得
活
哉
。
圃
倣
乎
救
世
之
士
哉
。
目
、
君
子
不
潟
苛
察
、
不
以
身
保
物
。
以
箆
無
益
於
天
下
者
、
明
之
不
如
巳
也
。
以
禁
攻
寝
兵
矯
外
、
以
情
欲
寡
浅
局
内
。
其
大
小
精
粗
、
其
行
遁
至
是
而
止
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宋
釧
・
罪
文
の
思
想
的
特
色
は
、
大
略
以
下
の
如
く
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
等
の
思
想
活
動
的
究
極
目
標
は
、
死
の
危
険
か
ら
民
衆
の
生
命
を
救
済
し
、
安
寧
に
保
全
せ
ん
と
す
る
一
点
に
存
在
し
た
。
民
衆
的
生
命
を
脅
す
要
因
と
し
て
は
、
ま
ず
生
活
物
資
の
欠
乏
に
よ
る
餓
死
や
凍
死
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
彼
等
は
、
「
物
を
飾
ら
f
t
s
 
ず
」
「
身
を
以
て
物
に
仮
ら
ず
」
「
心
を
白
く
す
」
と
か
、
「
心
の
容
を
語
り
て
、
之
に
命
け
て
心
的
行
と
白
う
」
「
情
欲
寡
浅
を
以
て
内
と
野
為
す
」
な
ど
と
、
人
聞
の
情
欲
が
本
来
寡
浅
な
る
こ
と
を
自
覚
し
、
浅
外
界
へ
の
物
質
的
欲
望
を
極
力
抑
制
し
て
、
精
神
の
平
静
を
確
保
せ
者
よ
と
す
る
、
心
術
と
結
合
し
た
形
で
の
禁
欲
主
義
を
説
く
。
捌
彼
等
の
学
派
は
こ
の
禁
欲
主
義
を
、
「
臨
に
五
升
の
飯
を
置
き
て
自献
足
ら
ん
と
欲
す
」
「
先
生
は
恐
ら
く
飽
く
を
得
ず
、
弟
子
は
飢
う
と
虫
い
こ
町
一
雄
も
、
天
下
を
忘
れ
ず
、
日
夜
休
わ
ず
」
と
い
っ
た
、
極
端
な
節
倹
子
主
義
に
よ
っ
て
、
自
ら
実
践
し
て
み
せ
た
。
こ
う
し
た
禁
欲
・
節
倹
矢
主
義
が
世
界
中
に
普
及
す
れ
ば
、
王
公
・
貴
族
が
著
修
に
よ
っ
て
莫
r
 大
な
富
を
浪
費
す
る
一
方
、
貧
し
い
民
衆
が
僅
か
な
生
活
物
資
を
得
ら
れ
ず
に
餓
死
・
凍
死
す
る
、
と
い
っ
た
不
平
等
も
解
消
さ
れ
て
、
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「
人
我
の
養
畢
く
足
り
て
止
み
」
、
華
山
内
冠
に
象
徴
さ
れ
る
彼
等
の
均
等
主
義
も
、
同
時
に
達
成
さ
れ
る
。
民
衆
の
生
命
を
死
の
危
険
に
曝
す
第
二
の
要
因
は
、
民
間
に
お
け
る
私
闘
の
習
俗
、
及
ぴ
国
家
間
の
侵
略
戦
争
で
あ
る
。
も
と
よ
り
侵
略
戦
争
は
、
民
的
生
産
活
動
を
妨
げ
、
賦
欽
を
強
化
す
る
点
で
、
富
の
浪
費
と
生
活
物
資
の
窮
乏
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
二
重
に
民
衆
の
生
命
を
危
〈
す
る
。
そ
こ
で
彼
等
は
、
「
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
ず
し
て
、
民
の
闘
い
を
救
い
、
攻
を
禁
じ
兵
を
寝
め
て
、
世
の
戦
い
を
救
う
」
「
攻
を
禁
じ
兵
を
寝
む
る
を
以
て
外
と
為
す
」
と
、
私
闘
の
悪
習
を
除
去
す
る
非
関
主
義
と
、
軍
備
を
廃
止
し
て
侵
略
戦
争
を
根
絶
す
る
反
戦
主
義
を
訴
え
る
。
こ
の
場
合
、
「
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
ざ
」
る
心
的
在
り
方
が
、
非
闘
を
実
現
す
る
手
段
と
さ
れ
る
点
や
、
「
心
の
容
を
語
り
て
、
之
に
と
3
命
け
て
心
の
行
と
目
、
っ
。
肺
か
す
を
以
て
灘
ぴ
を
合
わ
せ
、
以
て
海
E
 
内
を
調
う
」
と
、
従
容
た
る
心
の
働
き
に
よ
り
利
害
の
対
立
を
漆
解
さ
せ
、
共
に
歓
喜
し
合
う
心
術
が
、
世
界
平
和
を
も
た
ら
す
手
段
と
さ
れ
る
点
に
、
「
心
を
白
〈
す
」
る
心
術
思
想
と
、
非
闘
・
反
戦
主
義
と
の
接
合
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
抽
出
し
た
諸
点
に
限
っ
て
も
、
彼
等
の
思
想
は
一
定
の
構
造
性
・
体
系
性
を
示
す
が
、
天
下
篇
の
記
述
か
ら
は
、
さ
ら
に
形
名
思
想
が
存
在
し
た
形
跡
を
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
示
唆
す
る
の
は
、
「
万
物
に
接
す
る
に
、
と
の
評
別
宥
を
以
て
始
め
と
為
す
」
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雪
口
で
あ
る
。
す
る
か
ら
、
宥
は
固
に
通
じ
、
境
界
線
で
区
切
ら
れ
た
領
域
を
意
味
「
別
宥
」
は
互
い
の
領
域
を
区
分
す
る
行
為
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
彼
等
は
何
と
何
の
領
域
を
区
別
せ
よ
と
提
で
あ
ろ
う
か
。
天
下
篇
の
記
述
形
態
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
別
宥
」
は
、
「
心
の
容
を
語
る
」
心
術
思
想
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
勺
別
宥
」
に
は
、
利
害
の
対
立
を
溶
解
さ
せ
た
り
、
侮
辱
さ
れ
て
も
恥
辱
と
は
感
じ
な
い
と
い
っ
た
、
従
容
た
る
心
的
平
静
さ
を
導
き
出
す
機
能
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
機
能
を
備
、
え
る
も
の
と
し
て
、
「
別
宥
」
町
具
体
的
内
容
を
推
定
し
て
み
る
と
き
、
そ
れ
は
、
対
象
世
界
の
領
域
と
認
識
者
た
る
人
聞
の
領
域
を
区
別
せ
よ
、
と
の
主
張
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
『
公
孫
龍
子
』
指
物
論
に
は
、
「
物
は
指
に
非
ざ
る
は
莫
き
も
、
而
し
て
指
は
指
に
非
ず
」
と
、
物
(
対
象
世
界
)
と
指
(
人
聞
の
認
識
)
の
領
域
を
峻
別
せ
よ
と
の
論
理
が
展
開
さ
れ
る
。
ま
た
『
荘
子
』
天
下
篇
が
記
す
所
謂
「
弁
者
二
十
一
条
」
町
中
に
は
、
「
火
は
熱
か
ら
ず
」
と
の
命
題
が
あ
っ
て
、
や
は
り
こ
れ
も
、
火
(
対
象
世
界
の
物
)
と
熱
(
人
聞
の
知
覚
)
を
混
同
す
る
な
、
と
の
思
惟
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
他
な
ら
ぬ
『
ヂ
文
子
』
中
に
も
、
「
賢
不
山
円
・
善
惑
の
名
は
宜
し
く
彼
に
在
る
べ
く
、
親
疏
・
賞
罰
の
称
は
宜
し
く
我
に
属
す
べ
し
。
(
中
略
)
賢
不
肖
に
名
づ
け
て
親
疏
と
為
し
、
善
悪
に
名
づ
け
て
賞
罰
と
為
し
、
し
た
の
彼
我
の
一
称
を
合
し
て
之
を
別
か
た
ず
。
名
の
混
ず
る
者
な
り
」
と
か
、
「
名
は
宜
し
く
彼
に
属
す
べ
く
、
分
は
宜
し
く
我
に
属
す
べ
し
」
「
形
と
名
と
は
、
居
然
と
し
て
別
か
る
。
相
乱
す
べ
か
ら
ず
」
な
ど
と
、
同
様
の
論
理
が
説
か
れ
て
い
九
ぷ
。
こ
の
点
を
、
さ
ら
に
『
呂
氏
春
秋
』
去
宥
篇
の
記
載
に
よ
っ
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
去
宥
篇
の
中
か
ら
、
「
別
宥
」
の
意
味
を
探
る
手
が
か
り
と
な
る
部
分
を
、
以
下
に
抽
出
し
て
置
く
。
ω東
方
之
愚
者
謝
子
、
持
西
見
泰
恵
王
。
思
王
間
素
之
墨
者
唐
姑
且
束
。
唐
姑
呆
恐
王
之
親
謝
子
賢
於
己
也
。
針
目
、
謝
子
東
方
之
婦
士
也
。
其
偶
人
也
甚
除
。
抽
村
哲
於
設
以
取
少
主
也
。
王
国
競
怒
以
待
之
。
謝
子
至
設
玉
、
王
弗
聴
。
謝
子
不
説
、
逮
辞
而
行
。
凡
綿
一
百
以
求
普
也
。
所
言
有
善
、
雄
脊
於
取
少
、
玉
、
何
娘
。
所
言
不
善
、
不
膏
於
取
少
主
、
何
盆
。
不
以
善
局
之
怒
、
而
徒
以
取
少
主
矯
之
惇
。
思
王
失
所
以
馬
賠
失
。
問
郷
父
有
典
人
都
者
。
有
枯
梧
樹
。
其
郷
之
父
、
言
梧
樹
之
不
普
也
。
郷
人
選
伐
之
。
都
父
因
諸
而
以
国
間
新
。
其
人
不
設
目
、
都
者
若
此
其
険
也
。
宣
可
儒
之
都
哉
。
此
有
所
宥
也
。
夫
請
以
篤
薪
奥
弗
務
、
此
不
可
以
疑
枯
梧
樹
之
普
興
不
善
也
。
ω商
人
有
欲
得
金
者
。
清
旦
被
衣
冠
、
往
鴇
金
者
之
所
、
見
人
操
金
、
捜
市
奪
之
。
史
博
而
束
縛
之
、
間
目
、
人
皆
在
需
。
子
煙
人
之
金
、
何
故
。
封
吏
目
、
殊
不
見
入
、
徒
見
金
耳
。
此
莫
大
有
所
宥
也
。
間
夫
人
有
所
宥
者
、
回
以
査
潟
昏
、
以
白
筋
旦
早
川
、
以
尭
矯
祭
。
宥
之
局
敗
亦
大
失
。
亡
園
之
主
、
其
皆
甚
有
所
宥
邪
。
故
凡
人
必
別
宥
然
後
知
。
別
宥
則
能
全
其
天
失
。
先
頭
の
ωで
は
、
J
一
言
、
っ
所
荷
く
も
善
な
ら
ば
、
少
主
を
取
る
に
つと奮
む
と
錐
も
、
何
ぞ
損
せ
ん
。
雪
国
う
所
善
か
ら
ざ
れ
ば
、
少
主
を
取
:
 
る
に
和
田
め
ざ
る
も
、
何
ぞ
益
せ
ん
。
善
を
以
て
之
を
怒
と
為
さ
ず
し
む
と
て
、
徒
だ
少
主
を
取
る
を
以
て
之
を
惇
れ
り
と
為
す
」
と
、
謝
子
の
弁
論
に
対
す
る
恵
王
の
態
度
を
批
判
す
る
。
相
手
町
発
言
内
容
の
善
・
不
善
と
、
若
年
内
君
主
の
心
を
取
り
込
ま
ん
と
意
図
す
る
か
し
な
い
か
と
は
、
本
来
別
個
の
領
域
で
あ
る
。
し
か
る
に
恵
王
は
、
後
者
の
領
域
の
み
を
拡
大
し
て
、
前
者
の
領
域
ま
で
を
も
一
つ
に
囲
い
込
み
、
そ
の
結
果
、
普
・
不
善
を
全
く
判
断
せ
ぬ
ま
ま
、
謝
子
の
言
説
を
拒
絶
し
た
か
ら
で
あ
る
。
次
の
剛
山
の
場
合
も
同
様
で
、
「
夫
れ
請
い
て
以
て
薪
と
為
す
と
請
野
わ
ざ
る
と
は
、
此
れ
以
て
枯
れ
た
る
梧
樹
の
普
と
不
善
と
を
疑
う
べ
浅
か
ら
ず
」
と
、
隣
父
に
対
す
る
隣
人
の
態
度
を
批
判
す
る
。
樹
木
自
格
体
の
普
・
不
善
と
、
薪
に
し
た
い
と
請
う
か
否
か
と
は
、
本
来
別
個
帥
の
領
域
で
あ
る
。
し
か
る
に
隣
人
は
、
後
者
の
領
域
の
み
を
一
方
的
献
に
拡
張
し
て
、
前
者
向
領
域
ま
で
を
も
一
つ
に
固
い
込
み
、
そ
の
結
町
一
果
、
樹
木
町
善
・
不
善
的
問
題
を
除
外
し
て
、
隣
父
の
意
図
を
邪
推
子
し
た
。
去
宥
篇
は
こ
う
し
た
思
考
方
法
を
、
「
此
れ
宥
す
る
所
有
り
」
?
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
続
く
ωで
は
、
「
人
皆
駕
に
在
り
。
子
人
的
金
を
拠
る
は
、
故
ぞ
」
と
訊
問
し
た
官
吏
に
対
し
、
金
を
奪
っ
た
斉
人
は
、
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「
殊b何
えの
て
人
を
見
ず
し
て
、
徒
だ
金
を
見
る
の
み
」
と
答
え
る
。
市
場
に
は
、
人
と
金
円
双
方
が
並
存
し
て
い
た
。
し
か
る
に
斉
人
は
、
後
者
向
領
域
の
み
を
全
体
に
ま
で
拡
張
し
、
視
界
全
体
を
金
の
領
域
と
し
て
囲
い
込
ん
だ
結
呆
、
人
の
領
域
を
視
野
か
ら
全
く
排
除
し
て
し
ま
う
。
去
宥
篇
は
こ
う
し
た
思
考
方
法
を
、
や
は
り
「
此
れ
真
に
大
い
に
宥
す
る
所
有
る
な
り
」
と
批
判
す
る
。
以
上
町
事
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
去
宥
篇
全
体
を
総
括
す
る
仰
の
真
意
も
、
明
瞭
に
理
解
で
き
よ
う
。
宥
と
は
、
本
来
区
分
す
べ
き
別
個
の
領
域
に
対
し
、
そ
の
一
方
向
み
を
拡
張
し
て
他
方
を
排
除
し
、
全
体
を
一
つ
の
領
域
と
し
て
固
い
込
む
行
為
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
去
宥
篇
は
、
「
夫
れ
人
の
宥
す
る
所
有
る
者
は
、
;
t
 
固
に
昼
を
以
て
昏
と
為
し
、
白
を
以
て
黒
と
為
し
、
売
を
以
て
架
と
為
す
」
と
、
必
ず
二
つ
の
領
域
を
設
定
し
て
、
宥
の
性
格
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
凡
そ
人
は
必
ず
宥
を
別
か
ち
て
然
る
後
に
知
な
り
。
宥
を
別
か
た
ぱ
則
ち
能
く
其
の
天
を
全
く
す
」
と
説
か
れ
る
「
別
宥
」
と
は
、
前
に
批
判
さ
れ
て
い
た
宥
な
る
思
考
方
法
を
否
定
し
て
、
本
来
区
分
す
べ
き
も
の
と
し
て
並
存
し
て
い
た
別
個
の
領
域
を
、
天
然
の
ま
ま
に
区
別
す
る
行
為
を
指
す
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
別
宥
」
の
み
を
論
ず
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
篇
名
だ
け
が
「
去
宥
」
と
さ
れ
る
一
見
奇
異
な
現
象
も
、
本
来
の
区
分
の
ま
ま
に
「
宥
を
別
か
っ
L
行
為
が
、
「
宥
を
去
る
」
行
為
に
直
そ
の
ま
ま
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結
す
る
以
上
、
当
然
の
事
態
と
し
て
諒
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
『
呂
氏
春
秋
』
去
宥
篇
の
記
述
は
、
『
荘
子
』
天
下
篇
の
「
別
宥
」
を
、
二
つ
の
領
域
を
区
別
せ
よ
と
の
意
味
だ
と
解
し
た
、
筆
者
の
推
測
を
裏
づ
け
る
確
証
と
な
ろ
う
。
か
く
し
て
予
文
に
は
、
「
宥
を
別
か
て
」
と
の
主
張
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
手
文
が
、
実
際
に
「
別
宥
」
を
説
い
た
形
跡
を
見
出
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
関
係
す
る
資
料
を
掲
げ
て
み
る
。
ω宇
文
子
見
膏
宣
王
。
室
王
不
言
而
歎
。
予
文
子
目
、
何
歎
。
王
国
、
吾
歎
圏
中
寡
賢
。
F
文
子
田
、
使
園
悉
賢
、
説
慮
主
下
、
誰
矯
王
使
。
主
目
、
園
悉
不
宵
可
乎
。
手
文
子
目
、
国
悉
不
宵
、
執
理
王
朝
。
玉
目
、
賢
興
不
宵
皆
無
可
子
。
罪
文
子
回
、
不
然
。
有
賢
有
不
宵
。
故
玉
写
於
上
、
臣
卑
於
下
。
進
賢
退
不
宵
、
所
以
有
上
下
也
。
ス
太
平
御
覧
』
巻
四
百
二
・
『
芸
文
類
来
』
巻
二
十
・
『
意
林
』
巻
二
所
収
の
「
手
文
子
」
侠
文
)
ω腎
主
之
謂
F
文
目
、
寡
人
甚
好
士
、
以
野
園
無
土
何
也
ロ
宇
文
目
、
願
聞
大
王
之
所
謂
土
者
。
野
王
無
以
慮
。
罪
文
目
、
今
有
人
於
比
。
事
君
則
忠
、
事
親
則
孝
、
交
友
則
信
、
庭
郷
則
順
。
有
此
四
行
可
調
士
子
。
腎
王
国
、
善
、
此
箕
吾
所
商
土
也
。
F
文
回
、
王
得
此
人
、
肯
以
属
臣
乎
。
王
目
、
所
願
而
不
可
得
也
。
是
時
膏
王
好
勇
。
於
是
苧
文
目
、
使
此
人
成
庭
大
衆
之
中
見
侵
侮
、
而
終
不
敢
闘
、
王
胸
以
篤
臣
乎
。
王
目
、
短
士
也
。
見
侮
而
不
闘
辱
也
。
辱
則
寡
人
不
以
潟
臣
失
。
予
文
目
、
唯
見
侮
而
不
閥
、
未
失
其
四
行
也
。
是
人
未
失
其
四
行
、
其
所
以
局
士
也
固
然
而
玉
一
以
潟
臣
、
一
不
以
篤
臣
、
則
向
之
所
謂
士
者
、
乃
非
士
乎
。
野
主
無
以
略
。
ヂ
文
巴
、
今
有
人
君
。
料
理
其
図
人
、
有
非
則
非
之
、
無
非
則
亦
非
之
、
有
功
則
賞
之
、
無
功
則
亦
賞
之
、
而
怨
人
之
不
理
也
、
可
子
。
野
主
目
、
不
可
。
罪
文
目
、
臣
縞
観
下
吏
之
理
費
、
其
方
若
此
失
。
主
目
、
寡
人
理
園
、
信
若
先
生
之
言
、
人
雄
不
理
、
寡
人
不
敢
怨
也
。
意
未
至
然
奥
。
手
文
目
、
言
之
敢
無
投
乎
。
王
之
令
日
、
殺
人
者
死
、
傷
人
者
刑
。
人
有
国
百
王
之
令
者
。
見
侮
而
終
不
敢
闘
、
是
全
王
之
A
n
也
。
而
王
目
、
見
侮
而
不
岡
者
辱
也
。
謂
之
辱
、
非
之
也
。
無
非
而
王
辱
之
。
故
因
除
其
籍
、
不
以
矯
臣
也
。
不
以
馬
臣
者
、
罰
之
也
。
此
無
罪
而
王
伺
之
也
。
且
王
辱
不
敢
闘
者
、
必
柴
敢
闘
者
也
。
柴
敢
闘
者
是
之
。
王
是
之
必
以
局
臣
失
。
必
以
潟
臣
者
、
賞
之
也
。
彼
無
功
而
王
賞
之
之
。
王
之
所
賞
、
吏
之
所
珠
也
。
上
之
所
是
、
而
法
之
所
非
也
。
賞
罰
是
非
相
典
四
謬
、
臨
十
賛
帝
、
不
能
理
也
。
費
王
無
以
路
震
回
(
『
公
孫
龍
子
』
跡
府
篇
・
『
目
氏
春
秋
』
正
名
鮪
)
ま
ず
ωに
お
い
て
罪
文
は
、
圏
内
を
賢
者
だ
け
で
満
た
す
と
か
、
反
対
に
不
肖
者
だ
け
で
満
た
す
と
か
、
あ
る
い
は
賢
者
も
不
肖
者
も
い
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
、
宣
王
町
思
考
態
度
を
批
判
す
る
。
そ
の
上
で
予
文
は
、
囲
内
に
は
そ
も
そ
も
賢
と
不
肖
が
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
君
臣
関
係
を
始
め
と
す
る
上
下
の
区
分
も
成
立
す
る
の
だ
と
説
く
。
宣
王
町
発
想
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
単
一
の
領
域
の
み
を
拡
張
し
、
そ
れ
で
国
家
全
体
を
包
摂
せ
ん
と
す
る
点
で
、
去
宥
篇
が
批
判
す
る
宥
と
同
様
の
性
格
を
示
す
。
逆
に
予
文
の
立
場
は
、
賢
・
不
肖
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
区
分
し
、
両
者
の
並
存
を
容
認
し
た
上
で
、
君
臣
・
上
下
町
身
分
秩
序
を
構
成
せ
ん
と
す
る
点
で
、
去
宥
篇
の
「
別
宥
」
と
同
一
の
思
考
方
法
だ
と
言
え
よ
う
。
ま
た
凶
で
は
、
罪
文
は
忠
孝
・
信
・
順
の
四
行
を
具
備
す
る
者
こ
そ
士
で
あ
る
と
の
、
士
の
概
念
定
義
を
提
示
し
、
斉
王
町
同
意
を
取
り
つ
げ
る
。
し
か
る
に
斉
王
は
、
「
侮
ら
る
る
も
闘
わ
ざ
る
は
辱
な
り
。
辱
な
れ
ば
則
ち
寡
人
は
以
て
臣
と
為
さ
ず
い
と
、
侮
辱
さ
れ
て
決
闘
す
る
か
否
か
と
の
異
質
な
条
件
を
持
ち
出
し
、
今
度
は
そ
れ
の
み
を
唯
一
の
基
準
に
、
士
で
あ
る
か
否
か
を
判
定
せ
ん
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
矛
文
は
、
「
唯
だ
侮
ら
る
る
も
闘
わ
ざ
る
の
み
な
れ
ば
、
未
だ
其
の
四
行
を
失
わ
ざ
る
な
り
。
是
の
人
未
だ
其
の
四
行
、
其
同
士
為
る
所
以
を
失
わ
ず
。
然
り
而
し
て
王
は
一
は
以
て
臣
と
為
し
、
一
は
以
て
臣
と
為
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
向
の
所
謂
士
な
る
者
は
、
野
乃
ち
士
に
非
ざ
る
か
」
と
反
論
す
る
。
本
来
の
定
義
に
従
え
ば
、
土
浅
た
る
本
質
を
何
ら
喪
失
さ
せ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
な
格
与
件
を
介
入
さ
せ
て
、
誌
を
非
土
へ
と
転
換
さ
せ
る
、
斉
王
の
矛
盾
帥
を
非
難
し
た
わ
け
で
あ
る
。
蛾
斉
王
町
思
考
は
、
侮
辱
さ
れ
て
決
闘
す
る
か
否
か
の
領
域
を
、
本
町
一
来
の
士
の
領
域
に
ま
で
拡
張
し
、
臣
下
全
体
を
そ
の
単
一
の
基
準
で
子
の
み
囲
い
込
む
点
で
、
宥
な
る
思
考
方
法
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。
ヂ
一
方
こ
れ
に
反
駁
す
る
矛
文
の
論
理
は
、
四
行
の
具
備
に
よ
っ
て
成
r
 立
す
る
土
の
領
域
と
、
私
闘
を
常
習
と
す
る
遊
侠
の
領
域
と
は
本
来
別
で
あ
り
、
後
者
を
拡
張
し
て
前
者
を
排
除
し
、
全
体
を
後
者
に
よ
っ
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て
一
つ
に
囲
い
込
む
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
点
で
、
と
共
通
す
る
思
考
方
法
だ
と
一
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
「
別
宥
」
な
る
術
語
が
直
接
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
に
せ
よ
、
確
か
に
矛
文
の
思
想
に
は
、
「
万
物
に
接
す
る
に
別
宥
を
以
て
始
め
と
為
す
」
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
「
別
宥
」
を
非
闘
主
義
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
侮
蔑
す
る
の
は
他
者
向
領
域
に
属
し
、
そ
れ
を
恥
辱
と
受
け
止
め
る
か
否
か
は
、
あ
く
ま
で
自
己
の
領
域
に
属
す
る
か
ら
、
「
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
ず
」
に
二
つ
の
領
域
を
裁
然
と
区
別
し
、
平
静
な
る
心
を
保
持
し
て
私
闘
を
避
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
ま
た
内
な
る
心
の
領
域
と
、
外
物
の
領
域
を
区
別
す
る
な
ら
ば
、
外
界
の
物
質
的
刺
戟
に
欲
望
を
即
応
さ
せ
ん
と
す
る
態
度
を
否
定
し
て
、
情
欲
寡
浅
の
理
論
的
支
柱
に
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
ろ
う
。
「
別
宥
」
を
主
眼
と
す
る
罪
文
円
形
名
思
想
は
、
こ
う
し
た
形
で
、
彼
の
思
想
体
系
的
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
罪
文
に
「
別
宥
」
な
る
形
名
思
想
が
存
在
し
た
と
す
る
こ
と
は
、
華
山
の
冠
に
象
徴
さ
れ
る
彼
の
均
等
主
義
や
、
「
臼
〈
、
君
子
は
苛
察
を
為
さ
ず
、
身
を
以
て
物
に
仮
ら
ず
と
。
以
為
ら
く
、
天
下
に
益
無
き
者
は
、
之
を
明
ら
か
に
す
る
は
己
む
に
如
か
ず
」
と
い
っ
た
、
天
下
篇
の
記
述
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
念
も
生
じ
て
く
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
最
初
に
手
が
か
り
と
な
る
資
料
を
掲
げ
て
置
く
。
や
は
り
「
別
宥
」
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野
宣
王
謂
手
文
目
、
人
君
之
事
何
如
。
宇
文
針
目
、
人
君
之
事
、
無
鳴
而
能
容
下
。
夫
事
寡
易
従
、
法
省
易
因
。
故
民
不
以
政
獲
罪
也
。
大
道
山
地
衆
、
大
徳
容
下
。
聖
人
寡
偶
而
天
下
理
失
。
番
目
、
容
作
聖
。
詩
人
目
、
岐
有
夷
之
行
、
子
孫
其
保
之
。
宣
王
目
、
善
。
(
『
説
苑
』
君
道
筋
)
宣
王
に
治
世
町
方
策
を
問
わ
れ
た
手
文
は
、
「
人
君
的
事
は
、
無
為
に
し
て
能
く
下
を
容
る
。
夫
れ
事
寡
け
れ
ば
従
い
易
く
、
法
省
か
る
れ
ば
因
り
易
し
。
故
に
民
は
政
を
以
て
罪
を
獲
ず
」
と
か
、
「
大
道
は
衆
を
容
れ
、
大
徳
は
下
を
容
る
。
聖
人
は
為
す
こ
と
寡
く
し
て
天
下
理
ま
る
」
な
ど
と
答
え
る
。
こ
れ
は
、
一
一
植
の
無
為
の
治
の
勧
め
で
あ
る
が
、
特
に
「
衆
を
容
れ
」
「
下
を
容
れ
」
る
よ
う
強
調
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
衆
を
容
れ
」
「
下
を
容
れ
」
る
と
は
、
具
体
的
に
は
い
か
な
る
施
政
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
際
に
は
、
こ
れ
と
近
似
し
た
内
容
を
持
つ
慎
到
の
思
考
が
参
考
と
な
る
。
慎
到
は
、
「
民
は
雑
処
し
て
各
お
の
能
く
す
る
所
有
る
も
、
能
く
す
る
所
の
者
は
同
じ
か
ら
ず
。
此
れ
民
の
情
な
り
。
大
君
な
る
者
は
太
上
な
り
。
兼
ね
て
下
を
畜
う
者
な
り
。
下
の
能
く
す
る
所
は
閉
じ
か
ら
ざ
る
も
、
皆
上
の
用
な
り
。
是
を
以
て
大
君
は
民
の
能
に
因
り
て
資
と
為
す
。
尽
く
包
み
て
之
を
畜
い
、
能
に
去
取
す
る
こ
と
無
し
。
是
の
故
に
一
方
を
設
け
て
以
て
人
に
求
め
ず
。
故
に
求
む
る
所
の
者
は
足
ら
ざ
る
こ
と
無
し
。
大
君
は
其
の
下
を
択
ば
ず
。
故
に
足
る
。
其
の
下
を
択
ば
ざ
れ
ば
、
則
ち
下
を
為
的
易
し
。
下
を
為
め
易
け
れ
ば
、
則
ち
容
れ
ざ
る
は
莫
し
。
容
れ
ざ
る
莫
き
が
故
に
下
多
し
。
下
多
き
は
之
を
太
上
と
謂
う
」
(
『
慎
子
』
民
雑
筒
)
と
述
べ
る
。
手
文
と
同
様
、
「
容
れ
ざ
る
英
き
」
統
治
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
方
策
は
、
「
能
に
去
取
す
る
こ
と
無
く
」
、
「
一
方
を
設
け
て
以
て
人
に
求
め
ざ
」
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
民
衆
に
特
定
の
能
力
を
強
要
し
、
能
力
差
に
よ
っ
て
民
を
差
別
し
た
り
迫
害
し
た
り
せ
ぬ
こ
と
が
、
「
兼
ね
て
下
を
畜
い
」
、
《
mv
「
尽
く
包
み
て
之
を
畜
う
」
統
治
の
秘
訣
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
手
文
の
場
合
も
、
こ
れ
と
同
様
の
主
張
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
「
君
子
は
苛
察
を
為
さ
ず
」
と
か
、
「
天
下
に
益
無
き
者
は
、
之
を
明
ら
か
に
す
る
は
巳
む
に
如
か
ず
」
と
い
っ
た
記
述
の
存
在
も
、
自
然
な
現
象
と
し
て
理
解
で
き
、
さ
ら
に
矛
文
の
均
等
主
義
的
立
場
と
も
よ
く
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
「
法
省
か
る
れ
ば
因
り
易
し
。
故
に
民
は
政
を
以
て
罪
を
狼
ず
」
と
、
苛
細
な
法
治
を
否
定
せ
ん
と
す
る
姿
勢
も
、
や
は
り
「
苛
察
を
為
さ
ざ
」
る
立
場
に
接
続
す
る
で
あ
ろ
、
っ
。
そ
し
て
、
単
一
の
領
域
の
み
で
全
体
を
一
つ
に
囲
い
込
ま
ず
に
、
区
分
す
べ
き
二
つ
の
領
域
を
、
本
来
の
ま
ま
に
並
存
さ
せ
ん
と
す
る
「
別
宥
」
の
主
張
と
、
単
一
の
基
準
を
全
体
に
押
し
つ
け
て
、
適
合
せ
ぬ
民
衆
を
排
除
し
た
り
せ
ず
、
「
能
く
下
を
容
れ
」
ん
と
す
る
寛
容
主
義
と
は
、
根
抵
で
相
通
ず
る
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
が
宇
文
の
思
想
中
に
並
存
す
る
点
を
、
格
別
重
大
な
矛
盾
と
考
え
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
章
で
は
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
断
片
的
資
料
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
、
手
文
の
思
想
を
考
察
し
た
。
本
章
で
は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
手
文
と
今
本
『
罪
文
子
』
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
司
令
。
野)
今
本
『
手
文
子
』
の
思
想
的
特
色
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
『
老
子
』
の
道
を
導
入
し
た
形
名
思
想
の
存
在
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
部
分
を
掲
げ
て
み
る
。
大
道
無
形
、
格
器
有
名
。
名
也
者
、
正
形
者
也
。
形
正
由
名
、
則
名
不
可
差
。
故
仲
尼
云
、
必
也
正
名
手
。
名
不
正
則
言
不
順
也
。
大
道
不
構
、
衆
有
必
名
。
生
於
不
稿
、
則
翠
形
自
得
其
方
図
。
名
生
於
方
回
、
則
衆
名
得
其
所
稽
也
.
大
遁
治
者
、
則
名
法
儒
墨
自
際
。
以
名
法
儒
墨
治
者
、
則
不
得
離
道
。
老
子
目
、
道
者
荷
物
之
奥
、
善
人
之
賀
、
不
善
人
之
所
質
。
是
道
治
者
、
諦
之
善
人
。
籍
名
法
儒
塁
者
、
謂
之
不
善
人
。
普
人
之
拠
不
善
人
、
名
分
日
離
、
不
待
審
察
而
得
也
。
道
不
足
以
治
、
則
用
法
。
法
不
足
以
治
、
則
用
術
。
術
不
足
以
治
、
則
用
権
。
権
不
足
以
泊
、
則
用
勢
固
勢
用
則
反
権
。
椴
用
則
反
術
。
術
用
則
反
法
。
法
用
則
反
道
。
遁
用
則
無
窮
而
自
治
。
故
窮
則
徹
帥
町
、
倣
絡
則
反
始
。
始
終
相
襲
、
無
窮
極
也
。
『
苧
文
子
』
は
、
全
体
内
冒
頭
に
位
置
す
る
こ
の
部
分
で
、
「
大
と
伝
道
は
無
形
な
る
も
、
器
を
称
、
つ
れ
ば
名
有
り
」
と
か
、
「
大
道
は
称
'7>文子」の文献的性格(浅29 
え
ざ
る
も
、
衆
は
必
ず
名
づ
け
ら
る
る
こ
と
有
り
。
称
え
ら
れ
ざ
る
に
生
ず
れ
ば
、
則
ち
群
形
は
自
ら
其
の
方
円
す
る
を
得
る
。
名
は
方
円
す
る
に
生
ず
れ
ば
、
則
ち
衆
名
は
其
の
称
え
ら
る
る
所
を
得
る
」
と
、
『
老
子
』
の
宇
宙
生
成
論
を
応
用
し
た
形
名
論
を
説
く
。
後
文
に
、
「
老
子
日
く
、
道
と
は
万
物
的
奥
、
豊
田
人
的
宝
に
し
て
、
不
善
人
の
宝
と
す
る
所
な
り
」
と
、
直
接
『
老
子
』
第
六
十
二
章
の
一
節
を
引
用
す
る
点
か
ら
、
こ
の
「
大
道
」
が
よ
品
子
』
の
道
を
指
す
の
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
手
文
子
』
は
、
『
老
子
』
の
道
を
直
己
の
形
名
論
の
基
礎
に
据
え
る
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
姿
勢
は
、
さ
ら
に
政
治
思
想
の
領
域
に
も
及
ん
で
い
る
。
『
苧
文
子
』
は
、
「
大
道
の
治
む
る
者
は
、
則
ち
名
法
儒
墨
自
ら
廃
せ
ら
る
。
名
法
儒
墨
を
以
て
治
む
る
者
も
、
則
ち
道
を
離
る
る
を
得
ず
」
と
か
、
「
是
れ
道
の
治
む
る
者
は
、
か
之
を
善
人
と
謂
、
っ
。
名
法
儒
墨
に
籍
る
者
は
、
之
を
不
善
人
と
謂
う
。
善
人
と
不
善
人
と
は
、
名
分
に
日
に
離
る
れ
ば
、
審
察
す
る
を
待
た
ず
し
て
得
る
な
り
」
と
、
『
老
子
』
の
道
に
依
拠
す
る
統
治
が
、
名
・
法
・
儒
・
墨
四
学
派
の
政
治
思
想
を
遥
か
に
陵
駕
す
る
と
宣
言
す
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
次
の
論
点
に
も
如
実
に
現
わ
れ
る
。
『
歩
文
子
』
は
、
「
道
以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
別
ち
法
を
用
う
。
法
以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
術
を
用
、
っ
。
(
中
略
)
権
以
て
治
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
勢
を
用
う
」
と
、
道
法
術
|
権
勢
と
の
価
値
的
序
列
を
設
定
す
る
。
法
・
術
・
権
・
勢
の
四
者
30 
は
、
法
家
思
想
を
構
成
す
る
基
本
要
素
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
『
手
文
子
』
は
、
法
家
思
想
を
『
老
子
』
の
思
想
の
下
位
に
従
属
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
下
位
に
従
属
す
る
と
は
言
っ
て
も
、
こ
れ
ら
四
者
は
、
「
術
用
い
ら
る
れ
ば
則
ち
法
に
反
る
。
法
用
い
ら
る
れ
ば
則
ち
道
に
反
る
」
と
、
下
降
の
後
に
上
昇
し
て
再
ぴ
道
に
復
帰
し
、
「
無
為
に
し
て
自
ら
治
ま
る
」
統
治
に
至
る
段
階
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
限
定
的
な
意
義
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
全
面
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
の
は
、
道
家
思
想
と
法
家
思
想
を
折
衷
す
る
、
広
義
の
道
法
思
想
だ
と
吾
一
回
え
《ね】
ヲ
匂
。
以
上
、
『
老
子
』
と
の
関
係
を
見
て
き
た
。
『
老
子
』
と
形
名
思
想
、
及
び
法
家
思
想
を
接
合
す
る
点
で
、
『
罪
文
子
』
は
黄
老
道
の
思
想
構
造
と
近
似
し
た
性
格
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
掲
内
部
分
は
も
と
よ
り
、
『
罪
文
子
』
全
体
を
通
観
し
て
も
、
道
の
無
形
性
を
論
拠
に
君
主
の
認
識
能
力
を
絶
対
化
し
な
い
点
や
、
形
名
論
的
中
に
未
来
の
存
亡
興
廃
を
予
知
せ
ん
と
す
る
思
考
が
含
ま
れ
な
い
点
、
災
時
快
を
媒
介
と
す
る
天
人
相
関
思
想
が
全
く
存
在
し
な
い
点
な
ど
、
多
く
の
重
要
な
点
で
、
『
表
文
子
』
は
賞
老
道
と
も
か
な
り
異
な
る
性
格
を
備
え
て
い
記
。
ま
た
矛
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
前
章
で
検
討
を
加
え
た
手
文
関
係
的
資
料
に
よ
る
限
り
、
彼
の
思
想
中
に
『
老
子
』
の
思
想
的
影
響
が
存
在
し
た
と
す
る
、
明
確
な
証
左
は
見
当
ら
な
い
。
わ
ず
か
に
「
人
君
内
事
は
、
無
為
に
し
て
能
く
下
を
容
る
」
と
か
、
「
大
道
は
衆
を
容
れ
、
大
徳
は
下
を
容
る
」
(
『
説
苑
』
君
道
篇
)
と
い
っ
た
表
現
に
、
そ
の
可
能
性
が
残
る
が
、
そ
れ
と
て
も
、
確
実
に
『
老
子
』
の
影
響
だ
と
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ヰ
ア
文
が
宣
王
に
「
無
為
」
「
大
道
」
「
大
徳
」
な
ど
を
論
じ
た
の
ち
に
、
「
書
」
や
「
詩
」
を
援
引
す
る
点
か
ら
も
、
手
文
自
身
に
は
よ
品
子
』
か
ら
の
思
想
的
影
響
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
『
老
子
』
的
思
想
を
踏
ま
え
た
形
名
論
を
特
色
の
一
っ
と
す
る
今
本
『
手
文
子
』
は
、
少
な
く
も
そ
の
部
分
に
関
す
る
限
り
、
予
文
自
身
内
著
作
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
、
「
名
法
儒
墨
」
と
の
表
現
も
、
そ
れ
が
戦
国
期
の
文
章
で
は
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
も
そ
も
「
儒
墨
」
な
る
呼
称
は
、
『
荘
子
』
や
『
韓
非
子
』
者
ど
、
戦
国
期
の
文
献
に
そ
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
「
名
」
や
「
法
」
を
学
派
名
と
し
た
例
は
、
戦
国
期
に
は
見
出
せ
ず
、
司
馬
談
の
「
六
家
要
旨
」
に
「
陰
陽
・
儒
・
墨
・
名
・
法
・
道
徳
」
「
名
・
法
の
要
を
撮
計
一
と
あ
る
の
が
、
最
も
古
い
時
期
に
属
す
る
用
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
こ
の
点
か
ら
も
、
『
老
子
』
を
基
盤
と
す
る
前
掲
部
分
は
、
手
文
の
自
著
で
は
な
く
、
漠
初
の
成
立
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、
手
文
の
重
要
な
主
張
で
あ
っ
た
非
関
・
反
戦
主
義
と
、
今
本
『
予
文
子
』
と
の
対
応
関
係
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
故
有
理
而
無
盆
於
治
者
、
君
子
弗
言
。
有
能
而
無
盆
於
事
者
、
君
子
弗
属
。
君
子
非
幾
有
言
、
有
益
於
治
、
不
得
不
一
言
。
君
子
非
幾
有
馬
、
有
盆
於
事
、
不
得
不
帰
。
放
所
言
者
、
不
出
於
名
法
植
術
、
所
属
者
、
不
出
於
農
稼
軍
陣
、
周
務
而
巳
。
故
名
主
任
之
。
治
外
之
理
、
小
人
之
所
必
言
、
事
外
之
能
、
小
人
之
所
必
局
。
小
人
亦
知
言
損
於
治
、
而
不
能
不
言
。
小
人
亦
知
能
損
於
事
、
而
不
能
不
属
。
故
所
言
者
、
極
於
儒
墨
是
非
之
熱
、
所
偶
者
、
極
於
竪
俄
偏
抗
之
行
、
求
名
而
己
。
故
明
主
謙
之
。
古
語
目
、
不
知
無
害
於
君
子
、
知
之
無
損
於
小
人
。
こ
の
部
分
の
先
頭
に
は
、
「
故
に
理
有
る
も
治
に
益
無
き
者
は
、
君
子
は
言
わ
ず
」
と
あ
り
、
末
尾
に
は
「
知
ら
ざ
る
は
君
子
を
害
す
る
こ
と
無
し
」
と
あ
っ
て
、
「
君
子
は
苛
察
を
為
さ
ず
」
「
天
下
に
益
無
き
者
は
、
之
を
明
ら
か
に
す
る
は
己
む
に
如
か
ず
」
と
い
っ
た
野
『
荘
子
』
天
下
筋
肉
記
述
と
合
い
、
そ
の
限
り
で
は
、
手
文
自
身
の
主
思
想
に
沿
う
か
の
如
く
で
あ
る
。
配
だ
が
後
文
で
は
、
「
故
に
言
う
所
の
者
は
、
名
法
・
権
術
よ
り
出
削
で
ず
、
為
す
所
の
者
は
、
農
稼
・
軍
陣
よ
り
出
で
ず
」
と
の
主
張
が
献
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
中
、
君
子
の
発
言
を
名
法
・
権
術
の
範
聞
に
吋
限
る
べ
き
だ
と
す
る
論
点
は
、
『
老
子
』
の
思
想
的
優
位
を
宣
揚
し
h
て
、
名
-
法
・
儒
・
塁
を
否
定
し
、
術
や
権
を
劣
っ
た
統
治
手
段
と
対
し
て
道
内
下
位
に
従
属
さ
せ
て
い
た
、
『
罪
文
子
』
の
冒
頭
部
分
と
r
真
向
か
ら
矛
盾
す
る
。
そ
し
て
君
子
の
行
動
を
農
稼
・
軍
陣
に
限
定
す
べ
き
だ
と
す
る
論
点
は
、
「
攻
を
禁
じ
兵
を
寝
め
て
、
世
の
戦
い
31 
を
救
う
」
(
『
荘
子
』
天
下
篇
)
手
文
の
反
戦
・
平
和
主
義
と
、
全
く
相
容
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
部
分
は
、
む
し
ろ
『
商
君
書
』
の
法
術
思
想
と
近
似
し
た
性
格
を
示
し
て
お
り
、
到
底
罪
文
の
自
著
と
は
考
え
難
い
。
こ
れ
と
同
様
の
傾
向
は
、
以
下
に
掲
げ
る
部
分
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ω由
同
普
使
人
不
能
得
従
、
此
濁
普
也
。
馬
巧
使
人
不
能
得
従
、
此
猫
巧
也
。
未
登
普
巧
之
理
。
偽
善
典
衆
行
之
、
得
巧
奥
衆
能
之
、
此
善
之
善
者
、
巧
之
巧
者
也
。
所
貴
聖
人
之
治
、
不
貴
其
猫
治
、
貴
其
能
奥
衆
共
治
。
貴
工
怪
之
巧
、
不
貴
其
濁
巧
、
貴
其
能
典
衆
共
巧
也
。
今
世
之
人
、
行
欲
濁
賢
、
事
欲
濁
能
、
野
欲
出
章
、
勇
欲
絶
衆
。
夫
猫
行
之
賢
、
不
足
以
成
化
。
濁
能
之
事
、
不
足
以
周
務
。
出
撃
之
録
、
不
可
篤
戸
設
。
絶
衆
之
男
、
不
可
奥
征
陣
。
凡
此
四
者
、
乱
之
所
由
生
。
是
以
聖
人
、
任
追
以
逼
其
険
、
立
法
以
理
其
差
。
使
賢
愚
不
相
棄
、
能
郡
不
相
遣
。
能
都
不
相
遣
、
則
能
都
棒
功
。
賢
愚
不
相
来
、
則
賢
愚
等
慮
。
此
至
治
之
術
也
。
ω世
之
所
賞
、
同
而
貴
之
、
調
之
俗
。
世
之
所
用
、
同
而
用
之
、
謂
之
物
。
有
濯
於
人
、
俗
所
不
典
。
荷
快
於
衆
、
俗
所
共
去
。
故
人
心
皆
殊
、
而
角
行
若
一
。
所
好
各
異
、
而
資
用
必
向
。
此
俗
之
所
替
、
物
之
所
飾
。
故
所
罫
不
可
不
慣
、
所
飾
不
可
不
標
。
昔
膏
桓
好
衣
紫
、
聞
境
不
驚
異
彩
。
楚
荘
愛
細
腰
、
一
図
皆
有
飢
色
。
上
之
所
以
率
下
、
乃
治
乱
之
所
由
也
。
故
俗
有
診
、
必
需
法
以
矯
之
、
物
荷
溢
、
必
立
制
以
検
之
。
累
於
俗
、
飾
於
物
者
、
不
可
奥
馬
治
失
。
昔
盟
国
困
苦
著
、
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文
公
以
倹
矯
ウ
~
。
乃
衣
不
重
品
、
金
不
衆
肉
。
無
幾
時
、
人
皆
大
布
之
衣
、
股
粟
之
飯
。
越
王
句
践
諜
報
具
。
欲
人
之
勢
、
路
進
怒
蛙
而
帆
之
。
比
及
数
年
、
民
無
長
幼
、
臨
敵
践
湯
火
不
避
。
居
上
者
之
灘
、
加
此
之
験
。
ま
ず
ωで
は
、
独
善
・
独
巧
・
独
治
を
否
定
し
、
「
抽
出
く
衆
と
治
す
を
共
に
し
」
、
「
賢
愚
を
し
て
相
棄
て
ず
、
能
郡
を
し
て
相
遺
て
ぎ
ら
使
む
」
統
治
を
説
く
。
こ
の
点
で
は
、
「
人
君
の
事
は
、
無
為
に
し
て
能
く
下
を
容
る
。
(
中
略
)
大
道
は
衆
を
容
れ
、
大
徳
は
下
を
容
る
」
(
『
説
苑
』
君
道
筋
)
と
い
っ
た
、
苧
文
の
寛
容
主
義
と
通
ず
る
面
を
持
つ
。
ま
た
「
能
郡
も
功
を
斉
し
く
し
」
、
「
賢
愚
も
慮
を
等
し
く
す
」
る
統
治
を
「
至
治
の
術
L
と
す
る
点
は
、
苧
文
の
均
等
主
義
に
も
合
致
し
そ
う
な
論
調
で
あ
る
。
以
上
の
点
に
限
れ
ば
、
ωは
い
か
に
も
ヂ
文
の
自
著
で
あ
っ
た
か
に
思
え
る
。
だ
が
ωに
は
、
そ
の
よ
う
に
は
考
え
難
い
筒
所
も
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
「
絶
衆
の
勇
は
、
与
に
征
陣
す
べ
か
ら
ず
」
と
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
車
越
し
た
勇
気
に
頼
る
個
人
戦
闘
を
排
除
し
て
、
整
然
と
し
た
集
団
戦
法
を
肯
定
す
る
立
場
で
、
手
文
の
反
戦
・
非
闘
主
義
と
は
明
ら
か
に
矛
盾
し
よ
う
。
次
の
川
仰
は
、
表
面
的
に
は
、
ωよ
り
も
一
層
手
文
の
自
著
か
と
思
わ
せ
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
有
く
も
人
に
違
う
は
、
俗
の
与
せ
ざ
る
所
、
苛
く
も
衆
に
伎
ら
う
は
、
俗
の
共
に
去
る
所
な
り
」
「
此
れ
俗
の
斉
し
く
す
る
所
、
物
的
飾
る
所
な
り
」
と
か
、
「
俗
に
み“日累
さ
れ
物
に
飾
ら
る
る
者
は
、
与
に
治
を
為
す
べ
か
ら
ず
」
な
ど
の
み
だ
ね
ろ
そ
か
記
術
は
、
明
ら
か
に
「
俗
を
累
さ
ず
、
物
を
飾
ら
ず
、
人
を
荷
に
せ
自
γ
ぷ
ず
、
衆
を
伎
ら
ず
」
と
い
っ
た
、
『
荘
子
』
天
下
篇
の
罪
文
評
を
踏
ま
え
て
お
り
、
な
お
か
つ
ω全
体
が
、
前
記
的
手
文
評
を
敷
街
す
る
構
成
を
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
限
れ
ば
、
ωこ
そ
は
予
文
的
自
著
部
分
で
あ
っ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
だ
が
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
多
く
の
疑
念
が
生
じ
て
く
る
。
天
下
篇
の
「
不
累
於
俗
、
不
飾
於
物
、
不
有
於
人
、
不
快
於
衆
」
は
、
そ
れ
に
続
く
、
「
天
下
之
安
寧
、
以
活
民
命
、
人
我
之
養
畢
足
而
止
」
と
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
・
方
策
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
や
ぷ
創
刊
ろ
a
T
h
v
す
な
わ
ち
、
「
衆
を
快
る
」
侵
略
戦
争
や
、
「
人
を
荷
に
す
る
」
私
闘
み
認
を
禁
じ
、
「
俗
を
累
し
」
「
物
を
飾
る
」
者
修
が
富
の
偏
在
と
浪
費
を
生
ず
る
弊
風
を
除
去
す
る
方
策
が
、
天
下
の
安
寧
や
民
衆
の
生
命
保
全
、
均
等
な
生
活
物
資
の
充
足
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
放
に
こ
れ
ら
四
者
は
、
宋
鈎
・
苧
文
学
派
が
天
下
町
万
人
に
提
示
し
た
、
在
る
べ
き
生
き
方
だ
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
『
矛
文
子
』
町
側
で
は
、
俗
や
衆
を
悪
習
を
生
じ
さ
せ
る
主
体
と
し
て
、
否
定
的
に
扱
っ
て
お
り
、
特
に
「
伎
衆
」
に
つ
い
て
は
、
民
衆
的
価
値
観
に
逆
ら
う
意
に
理
解
し
た
上
で
、
そ
れ
を
単
に
風
俗
の
斉
一
性
を
説
明
す
る
た
め
に
の
み
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
四
者
を
対
等
に
並
列
す
る
天
下
篇
の
形
式
と
、
大
き
く
阻
鰭
ま
た
「
有
人
」
に
つ
い
て
は
、
二
箇
所
で
「
有
く
も
」
と
副
詞
的
に
使
用
す
る
の
み
で
、
天
下
篇
の
動
詞
的
用
法
と
は
ま
る
で
違
う
上
、
や
は
り
四
者
を
並
列
す
る
天
下
篇
の
形
式
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
面
的
な
類
似
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
川
川
町
部
分
を
罪
文
の
著
作
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
川
に
は
、
別
種
の
疑
問
も
残
る
。
そ
れ
は
、
「
越
王
句
践
は
呉
に
報
い
ん
こ
と
を
謀
る
。
人
的
一
男
な
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、
路
に
怒
蛙
に
逢
わ
ば
、
而
ち
之
に
拭
す
。
数
年
に
及
ぶ
に
比
る
や
、
民
は
長
幼
と
無
く
、
敵
に
臨
みみ必
て
湯
火
と
躍
も
避
け
ず
」
と
の
部
分
で
あ
る
。
ωは
勺
俗
有
く
も
診
る
れ
ば
、
必
ず
法
を
為
り
て
以
て
之
を
矯
し
、
物
荷
く
も
溢
る
れ
ば
、
た
M
Z
必
ず
制
を
立
て
て
之
を
検
す
L
実
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
野
る
が
、
「
天
下
町
安
寧
に
し
て
、
以
て
民
的
命
を
活
か
し
ヘ
「
攻
を
禁
浅
じ
兵
を
寝
め
て
、
世
の
戦
い
を
救
わ
ん
」
と
し
た
、
天
下
篇
円
安
文
格
像
と
は
、
お
よ
そ
相
容
れ
ぬ
論
調
で
あ
る
。
帥
以
上
、
手
文
の
非
闘
・
反
戦
主
義
と
、
今
本
『
苧
文
子
』
と
の
対
蛾
応
関
係
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
『
手
文
子
』
中
に
は
、
非
闘
・
町
反
戦
主
義
と
明
ら
か
に
背
反
す
る
要
素
が
存
在
し
、
少
な
く
も
そ
の
子
部
分
を
予
文
の
自
著
と
は
見
な
し
難
い
、
と
の
結
論
を
得
た
わ
け
で
す
あ
る
。
す
る
こ
と
と
な
る
。
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そ
れ
で
は
次
に
、
『
手
文
子
』
に
お
い
て
、
手
文
と
の
繋
が
り
を
最
も
強
く
感
じ
さ
せ
る
部
分
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
鹿
賞
刑
罰
、
君
事
也
。
守
職
効
能
、
臣
業
也
。
君
料
功
鼎
砂
。
故
有
慶
賞
刑
罰
。
臣
各
恨
所
任
。
故
有
守
職
効
能
。
君
不
可
奥
臣
業
。
臣
不
可
侵
君
事
。
上
下
不
相
侵
典
、
謂
之
名
正
。
名
正
而
法
順
也
。
接
関
物
使
分
、
別
海
内
使
不
雑
、
見
侮
不
辱
、
見
推
不
弘
明
、
禁
暴
息
兵
、
救
世
之
閥
、
此
人
君
之
徳
、
可
以
馬
主
失
。
守
職
分
使
不
乱
、
健
所
任
而
無
私
。
飢
飽
一
心
、
段
審
同
慮
、
賞
亦
不
妄
、
罰
亦
不
怨
。
此
居
下
之
節
、
可
偶
人
臣
失
。
こ
の
中
、
「
万
物
に
接
し
て
分
あ
ら
使
め
、
海
内
を
別
か
ち
て
雑
、
え
ぎ
ら
使
む
」
と
の
部
分
が
、
天
下
篇
の
「
万
物
に
接
す
る
に
、
別
宥
を
以
て
始
め
と
為
す
」
や
、
「
以
て
海
内
を
調
う
」
と
の
記
述
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
同
様
に
、
「
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
ず
」
は
、
天
下
筋
肉
「
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
ず
」
を
、
「
暴
を
禁
じ
兵
を
寝
め
て
、
世
の
戦
い
を
救
う
L
は
、
天
下
篇
の
「
攻
を
禁
じ
兵
を
寝
め
て
、
世
の
戦
い
を
救
う
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
踏
ま
え
た
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
ま
で
強
い
共
通
性
を
示
す
以
上
、
こ
の
部
分
は
間
違
い
な
く
手
文
の
自
著
か
と
言
え
ば
、
実
は
そ
の
よ
う
に
は
理
解
し
難
い
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
天
下
篇
に
お
い
て
は
、
「
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
ず
」
が
、
「
民
の
闘
い
を
救
う
」
た
め
の
手
段
と
し
て
、
民
衆
に
対
す
る
教
化
方
針
と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
『
手
文
子
』
の
側
で
は
、
そ
れ
が
君
主
の
心
構
え
を
指
す
体
裁
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
『
公
孫
龍
子
』
跡
府
篇
や
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
が
記
す
斉
王
と
手
文
内
問
答
4
ゃ
、
「
子
宋
子
回
く
、
侮
ら
る
る
の
辱
な
ら
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
q
u
 
人
を
し
て
闘
わ
ざ
ら
使
む
」
と
い
っ
た
『
萄
子
』
正
論
篇
の
記
載
に
よ
り
、
そ
れ
が
民
間
に
お
け
る
私
闘
の
習
俗
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
明
確
で
あ
る
。
故
に
本
来
の
意
味
か
ら
逸
脱
し
た
用
い
方
を
し
た
の
が
、
『
手
文
子
』
の
側
で
あ
る
こ
と
は
、
全
く
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
天
下
篇
に
は
存
在
し
な
い
「
推
さ
る
る
も
私
的
ら
ず
」
の
一
句
を
、
「
侮
ら
る
る
も
辱
と
せ
ず
」
の
下
に
括
入
し
、
対
照
的
な
対
句
に
構
成
し
直
し
た
の
も
、
そ
も
そ
も
「
侮
ら
る
る
を
辱
と
せ
ず
」
を
、
「
入
者
の
徳
」
町
内
容
と
し
た
こ
と
か
ら
必
要
を
生
じ
た
操
作
で
あ
ろ
う
。
理
由
の
第
二
は
、
『
矛
文
子
』
の
こ
の
部
分
全
体
が
、
君
臣
聞
の
職
分
を
厳
重
に
区
別
せ
よ
と
す
る
名
分
論
の
体
裁
を
取
っ
て
い
て
、
天
下
篇
と
共
通
す
る
表
現
が
、
「
人
君
の
徳
」
を
解
説
す
る
箇
所
に
の
み
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
下
篇
で
は
、
宋
釦
・
罪
文
学
派
の
思
想
的
特
色
を
表
わ
す
役
割
を
担
っ
て
い
た
も
の
が
、
『
手
文
子
』
で
は
単
に
名
分
論
を
構
成
す
る
一
要
素
に
過
ぎ
由
扱
い
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
『
罪
文
子
』
の
側
が
天
下
篇
の
記
述
を
利
用
し
た
形
跡
が
明
白
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
下
篇
で
は
「
心
を
白
く
す
」
る
心
術
と
結
合
し
て
い
た
「
海
内
を
調
う
」
の
文
が
、
『
ヂ
文
子
』
で
は
名
分
論
を
説
く
文
章
に
作
り
変
え
ら
れ
た
り
、
複
雑
な
論
理
操
作
を
前
提
と
し
た
特
異
な
術
語
で
あ
る
「
別
宥
」
が
、
単
純
に
「
分
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
り
す
る
現
象
も
、
す
べ
て
名
分
論
に
よ
っ
て
全
体
を
統
一
す
る
『
苧
文
子
』
の
構
成
に
由
来
す
る
作
為
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
宇
文
の
思
想
と
今
本
『
罪
文
子
』
と
の
対
応
関
係
を
見
て
き
た
。
『
苧
文
子
』
の
文
章
は
、
程
度
的
差
は
あ
れ
、
何
ら
か
の
意
味
で
予
文
と
関
係
す
る
要
素
を
含
む
も
の
が
多
い
。
だ
が
そ
の
繋
が
り
の
大
半
は
、
『
荘
子
』
天
下
篇
の
罪
文
評
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
辛
う
じ
て
保
た
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
上
述
の
如
く
、
『
苧
文
子
』
の
中
で
手
文
と
の
繋
が
り
を
最
も
強
く
感
じ
き
せ
る
部
分
で
す
ら
、
す
で
に
天
下
篇
の
矛
文
評
を
下
敷
に
書
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
『
矛
文
子
』
全
体
も
、
や
は
り
手
文
の
自
著
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
う
。
『
荘
子
』
天
下
篇
の
予
文
評
と
、
『
手
文
子
』
町
内
容
を
全
体
的
に
比
較
し
て
み
る
と
、
『
苧
文
子
』
の
側
に
は
、
天
下
篇
が
記
す
非
闘
・
反
戦
主
義
や
、
「
心
を
白
く
す
」
る
心
術
思
想
的
影
が
極
め
て
薄
い
反
面
、
君
主
中
心
の
政
治
思
想
と
し
て
の
名
分
論
や
、
道
法
思
想
と
し
て
の
形
名
論
な
ど
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
我
々
は
、
手
文
的
自
著
と
確
認
さ
れ
た
資
料
を
判
定
基
準
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
『
荘
子
』
天
下
篇
の
ヂ
文
評
と
い
っ
た
、
間
接
的
資
料
を
基
準
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
由
来
す
る
誤
差
を
生
ず
る
恐
れ
も
、
当
然
想
定
し
て
置
か
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
天
下
篇
が
記
す
慎
到
像
は
、
至
っ
て
道
家
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
輯
侠
本
町
『
慎
子
』
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
慎
《
凶
》
到
に
は
法
家
と
し
て
の
色
彩
の
側
が
よ
り
濃
厚
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
下
篇
が
記
す
苧
文
像
も
、
統
治
の
た
め
の
形
名
思
想
の
色
彩
を
後
退
さ
せ
て
、
実
際
よ
り
は
道
家
寄
り
に
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
も
、
考
慮
し
て
置
〈
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
天
下
篇
で
は
、
宋
釦
と
予
文
を
並
べ
て
両
者
を
同
一
学
派
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
両
者
向
聞
に
は
あ
る
程
度
思
想
傾
向
的
違
い
が
存
在
し
た
可
能
性
も
、
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
天
下
篇
の
記
述
が
、
宋
釦
の
側
に
よ
り
該
当
し
、
予
文
の
側
に
は
も
と
も
と
形
名
思
想
の
要
素
が
強
か
っ
た
疑
い
も
、
完
一
全
に
は
捨
て
切
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
可
能
性
を
念
頭
に
置
い
た
と
し
て
も
、
今
本
『
ヰ
ア
文
子
』
と
天
下
篇
的
手
文
評
と
の
聞
に
大
き
な
懸
隔
が
存
在
す
野
る
こ
と
自
体
は
、
依
然
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
、
天
浅
下
篇
の
存
在
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
今
本
『
手
文
子
』
の
著
述
が
格
不
可
能
で
あ
る
一
方
、
今
本
『
罪
文
子
』
を
予
文
の
自
著
と
見
な
し
附
た
場
合
、
よ
し
ん
ば
相
当
の
潤
飾
を
加
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
献
か
ら
天
下
篇
の
如
き
予
文
評
が
導
き
出
さ
れ
る
事
態
は
、
想
像
し
難
円
一
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
浮
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
今
本
『
矛
文
子
』
の
編
述
者
が
、
す
罪
文
に
関
す
る
断
片
的
資
料
を
も
と
り
混
ぜ
て
、
い
か
に
も
矛
文
の
自
著
で
あ
る
か
の
如
く
装
っ
た
結
果
、
一
部
に
予
文
の
思
想
が
断
片
的
に
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
残
る
と
し
て
も
、
そ
の
全
体
を
予
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文
の
自
著
と
は
見
な
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
章
で
は
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
本
『
罪
文
子
』
の
文
献
的
性
格
を
検
討
し
て
み
る
。
か
ね
て
よ
り
よ
T
文
子
』
に
対
し
て
は
、
後
人
的
偽
作
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
多
く
提
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
偽
作
説
の
大
半
は
、
『
荘
子
』
天
下
篇
の
手
文
評
と
『
罪
文
子
』
の
内
容
と
の
矛
盾
・
事
離
を
、
そ
の
主
要
な
論
拠
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
仲
長
統
に
仮
託
し
て
序
文
が
偽
作
さ
れ
た
際
、
本
文
も
同
時
に
偽
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
宋
糠
『
諸
子
弁
』
や
、
陳
・
陪
の
聞
の
偽
託
と
す
る
賞
雲
一
眉
可
古
今
偽
書
考
補
誼
』
、
貌
・
晋
の
聞
の
偽
託
と
す
る
顧
実
『
漢
書
芸
文
志
講
疏
』
の
外
に
は
、
偽
作
時
期
に
つ
い
て
明
言
す
る
も
の
は
少
な
く
、
漠
然
と
後
人
の
偽
作
と
す
る
も
の
が
多
い
。
前
章
で
考
察
し
た
如
く
、
戦
国
期
の
予
文
の
自
著
で
は
な
い
と
の
意
味
で
、
今
本
『
手
文
子
』
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
自
体
は
、
す
で
に
動
か
し
難
い
が
、
し
か
ら
ば
そ
の
偽
作
時
期
は
い
つ
頃
で
あ
っ
た
ろ
、っか。銭
穆
『
先
秦
諸
子
繋
年
』
は
、
「
其
の
書
頗
る
疑
う
べ
き
に
し
て
、
殆
ど
漢
志
の
旧
に
非
ず
」
と
一
言
う
。
だ
が
問
題
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
記
す
「
苧
文
子
」
一
篇
が
、
そ
も
そ
も
罪
文
の
自
著
で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
。
「
太
公
」
や
「
管
子
」
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
づ
列
子
」
や
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「
鴎
冠
子
」
に
せ
よ
、
芸
文
志
が
著
録
す
る
書
物
的
中
に
は
、
す
で
に
そ
の
時
点
で
、
仮
託
の
上
で
成
立
し
た
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
「
苧
文
子
」
一
篇
に
対
し
、
班
固
自
注
が
「
設
膏
宣
玉
、
先
公
孫
簡
」
と
記
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
書
が
矛
文
の
自
著
か
と
恩
わ
せ
る
体
裁
や
内
容
を
備
え
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
を
直
ち
に
手
文
の
自
著
で
あ
っ
た
と
断
定
す
べ
き
根
拠
は
、
何
も
な
い
。
仮
に
今
本
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
を
持
つ
文
献
が
「
ヂ
文
子
」
の
名
町
下
に
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
宣
王
と
苧
文
の
問
答
や
、
『
荘
子
』
天
下
篇
の
す
文
評
に
依
拠
す
る
表
現
の
存
在
か
ら
、
劉
向
・
劉
故
・
班
固
な
ど
が
、
そ
れ
を
標
題
通
り
に
予
文
の
書
だ
と
見
な
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
前
章
で
指
摘
し
た
如
く
、
今
本
『
手
文
子
』
が
、
『
老
子
』
の
思
想
的
影
響
を
強
く
蒙
っ
て
い
る
点
、
広
義
的
道
法
思
想
に
属
す
る
部
分
が
相
当
の
比
重
を
占
め
る
点
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
成
立
時
期
は
漢
初
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、
高
祖
か
ら
武
帝
に
至
る
前
漢
の
前
期
は
、
「
孝
文
帝
は
本
よ
り
刑
名
の
言
を
好
む
」
(
『
史
記
』
儒
林
列
伝
)
「
丞
相
結
奏
す
。
挙
ぐ
る
所
の
賢
良
は
、
或
い
は
申
・
商
・
韓
非
・
蘇
秦
・
張
儀
の
言
を
治
め
、
国
政
を
乱
す
。
請
う
、
皆
罷
め
ん
」
(
『
漢
書
』
武
帝
紀
)
と
か
、
「
賓
太
后
崩
ず
る
に
及
び
、
武
安
侯
回
扮
は
丞
相
と
為
り
て
、
黄
老
・
刑
名
・
百
家
の
言
を
拙
く
」
(
『
史
記
』
儒
林
列
伝
)
と
記
さ
れ
る
如
く
、
黄
老
道
と
形
名
思
想
の
流
行
期
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。
貰
老
道
に
は
、
実
定
法
を
道
の
下
位
に
従
属
さ
せ
る
形
で
の
道
法
思
想
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
賞
老
道
以
外
に
も
、
道
法
折
衷
の
動
き
が
広
範
に
存
在
し
た
。
さ
ら
に
、
賛
老
道
や
「
六
家
要
旨
」
、
『
准
南
子
』
な
ど
の
例
の
如
く
、
『
老
子
』
を
他
の
諸
思
想
的
上
位
に
置
き
、
『
老
子
』
に
よ
っ
て
衆
多
の
思
想
を
統
括
せ
ん
と
す
る
傾
向
も
、
こ
の
時
期
に
顕
著
と
な
っ
た
息
想
的
風
潮
で
あ
る
。
『
宇
文
子
』
が
示
す
特
色
は
、
こ
う
し
た
思
想
傾
向
と
強
い
共
通
性
を
見
せ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
形
名
思
想
を
奉
ず
る
者
が
、
時
代
的
風
潮
に
合
わ
せ
る
形
で
、
苧
文
に
偽
託
し
て
編
述
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
『
罪
文
子
』
が
前
記
の
特
色
を
示
す
現
象
も
、
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
形
名
思
想
の
流
行
期
と
し
て
は
、
他
に
貌
晋
の
時
代
を
挙
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
仲
長
統
・
王
符
・
萄
悦
と
い
っ
た
思
想
家
た
ち
は
、
す
で
に
後
漢
末
か
ら
儒
法
並
用
の
政
治
思
想
を
説
と
そ
な
い
て
い
た
が
、
「
申
・
商
の
法
術
を
翠
り
、
韓
・
自
の
奇
策
を
該
え
」
(
『
一
ニ
国
志
』
親
書
・
武
帝
紀
)
た
貌
の
曹
操
は
、
よ
り
徹
底
し
た
法
治
主
義
を
推
進
し
た
。
そ
L
吋
こ
の
立
場
は
、
貌
晋
を
通
じ
て
、
ほ
ぽ
一
貫
し
た
統
治
姿
勢
と
な
が
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
、
『
ヂ
文
子
』
の
偽
作
時
期
を
、
後
漢
末
か
ら
貌
晋
の
聞
に
求
め
る
可
能
性
も
残
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
仲
長
統
・
王
符
・
苛
悦
等
が
法
治
を
積
極
的
に
肯
定
し
た
と
は
言
っ
て
も
、
そ
の
大
枠
は
儒
と
法
の
折
衷
で
あ
っ
て
、
道
と
法
を
折
衷
す
る
『
予
文
子
』
と
は
、
思
想
の
基
本
構
造
を
異
に
す
る
。
ま
た
曹
操
以
降
の
法
治
・
形
名
路
線
も
、
先
秦
の
法
術
思
想
及
ぴ
形
名
参
同
術
の
系
統
を
引
き
継
〈
も
の
で
、
戦
国
期
以
来
の
名
家
的
思
惟
を
宿
す
『
罪
文
子
』
の
形
名
思
想
と
は
、
か
な
り
性
格
が
違
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
老
子
日
く
、
民
死
を
畏
れ
ざ
れ
ば
、
如
何
ぞ
死
を
以
て
之
を
慣
れ
し
め
ん
と
。
凡
そ
民
の
死
を
畏
れ
ざ
る
は
、
刑
罰
的
過
ぐ
る
に
由
る
。
(
中
略
)
此
れ
人
君
の
宜
し
く
執
る
べ
き
所
に
し
て
、
臣
下
の
宜
し
く
慎
し
む
べ
き
所
な
り
」
と
す
る
『
予
文
子
』
の
主
張
は
、
苛
酷
な
ま
で
に
法
治
を
強
行
し
た
武
帝
や
明
帝
町
立
場
と
は
、
相
容
れ
ぬ
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
貌
晋
の
時
代
は
、
一
方
で
玄
学
が
流
行
し
た
時
期
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
形
で
、
『
老
子
』
と
形
名
思
想
を
接
野
合
す
る
試
み
が
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
可
能
性
も
、
依
然
と
し
て
否
浅
{
廷
は
で
き
ぬ
で
あ
ろ
う
。
格
そ
れ
で
は
、
前
漢
前
期
と
後
漢
末
か
ら
貌
晋
の
聞
の
両
者
の
中
、
拙
い
ず
れ
の
可
能
性
が
よ
り
高
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
ιげ紙
上
で
、
一
つ
の
判
断
材
料
を
提
供
す
る
の
は
、
次
に
掲
げ
る
『
罪
文
町
子
』
の
序
文
で
あ
る
。
子文F
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手
文
子
者
、
輩
出
於
周
之
宇
氏
。
野
宣
王
時
居
稜
下
。
興
宋
鈎
彰
蒙
田
耕
岡
山
申
。
先
於
公
孫
龍
、
公
孫
龍
構
之
。
著
書
一
篇
。
多
所
粥
倫
。
荘
子
日
、
不
累
於
物
、
不
有
於
入
、
不
快
於
衆
。
願
天
下
之
安
寧
、
以
活
於
民
命
、
人
我
之
養
畢
足
而
止
。
之
以
此
白
心
。
見
侮
不
辱
。
此
其
道
也
.
而
劉
向
亦
以
其
事
本
於
費
老
、
大
較
刑
名
家
也
。
近
矯
題
失
。
余
責
初
末
、
始
到
京
師
.
鯵
配
伯
以
比
書
見
示
。
意
甚
玩
之
、
而
多
股
謀
。
柳
試
保
次
、
撰
定
馬
上
下
篇
、
亦
未
能
究
其
詳
也
。
山
陽
仲
長
氏
撰
。
こ
の
序
文
の
作
者
は
、
山
陽
の
仲
長
氏
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
仲
長
氏
の
序
文
に
対
し
て
は
、
宋
漉
『
諸
子
弁
』
、
挑
際
恒
『
古
今
偽
書
考
』
、
馬
紋
倫
『
荘
子
義
語
へ
梁
啓
超
『
飲
沫
室
専
集
』
な
ど
、
そ
れ
を
偽
作
だ
と
す
る
見
方
が
多
い
。
序
文
に
そ
の
名
が
見
え
る
棚
幡
町
…
伯
は
、
「
東
海
の
棚
幡
製
も
亦
た
オ
学
有
り
て
、
述
叙
す
る
所
多
し
」
「
襲
の
友
人
山
陽
町
仲
長
統
は
、
漢
の
末
に
尚
書
郎
と
為
り
、
早
く
卒
す
」
(
『
三
国
志
』
貌
書
・
劉
助
伝
)
と
、
仲
長
統
的
友
人
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
か
ら
、
序
文
の
仲
長
氏
は
明
ら
か
に
伸
長
統
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
仲
長
統
は
、
貌
の
黄
初
(
二
二
O
i
二
二
六
年
)
の
末
に
、
修
襲
か
ら
『
予
文
子
』
を
見
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
仲
長
統
は
、
後
漢
の
建
安
二
十
五
年
(
二
ニ
O
年
)
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
序
文
の
記
事
は
年
号
が
合
わ
な
い
。
こ
れ
が
序
文
を
偽
作
と
見
な
す
説
の
論
拠
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
序
文
が
仲
長
統
に
偽
託
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
序
文
の
偽
作
時
期
が
貌
の
賞
初
以
降
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
『
手
文
子
』
自
体
が
貌
晋
の
偽
作
で
あ
る
場
合
、
そ
の
偽
作
者
は
、
序
文
を
偽
作
し
た
人
物
以
外
に
は
考
え
ら
れ
ぬ
で
あ
ろ、っ。
8
そ
こ
で
次
に
、
序
文
の
内
容
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
序
文
3
 
の
偽
作
者
は
、
手
文
が
宋
釧
・
彰
蒙
・
田
耕
な
ど
と
同
じ
く
、
稜
下
町
学
士
の
一
人
で
あ
り
、
公
孫
龍
よ
り
前
向
人
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
の
ち
偽
作
者
は
、
『
荘
子
』
天
下
舗
の
矛
文
評
の
主
に
前
半
部
を
引
い
て
、
「
此
れ
其
の
道
な
り
」
と
総
括
す
る
。
故
に
偽
作
者
は
、
天
下
篇
の
苧
文
評
が
記
す
内
容
を
、
そ
の
ま
ま
苧
文
の
思
想
的
特
色
と
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
上
で
偽
停
者
は
、
「
而
る
に
劉
向
は
亦
た
其
の
学
を
以
て
賀
老
に
本
づ
く
と
し
、
大
較
刑
名
家
な
り
と
す
。
認
を
為
す
に
近
し
」
と
、
劉
向
の
『
苧
文
子
』
評
を
批
判
す
る
。
芸
文
志
向
「
罪
文
子
」
一
篇
の
箇
所
に
対
す
る
、
唐
の
顔
師
古
の
注
に
は
、
「
劉
向
云
、
奥
宋
釧
倶
瀞
稜
下
」
と
あ
る
か
ら
、
劉
向
が
『
別
録
』
に
収
め
た
「
苧
文
子
紋
録
」
が
、
唐
の
時
代
ま
で
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
序
文
の
偽
作
者
向
時
代
に
は
、
も
と
よ
り
劉
向
の
「
絞
録
」
が
伝
存
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
偽
作
者
は
、
こ
の
劉
向
「
紋
録
」
が
、
『
矛
文
子
』
の
内
容
を
、
賞
老
に
基
づ
き
大
略
形
名
家
で
あ
る
と
評
し
た
点
を
、
「
認
を
為
す
に
近
し
」
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
批
判
を
生
じ
た
原
因
は
、
偽
作
者
が
天
下
篇
的
手
文
評
の
内
容
こ
そ
、
手
文
の
真
の
思
想
的
特
色
だ
と
理
解
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
ら
ば
、
『
手
文
子
』
の
実
際
の
内
容
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
内
如
く
『
ヰ
ア
文
子
』
に
は
、
『
老
子
』
の
道
を
形
名
思
想
的
根
拠
に
据
え
た
り
、
道
家
を
上
位
に
置
く
形
で
道
法
を
折
衷
す
る
な
ど
、
賞
老
道
と
近
似
し
た
要
素
が
存
在
す
る
。
ま
た
『
韓
非
子
』
町
形
名
参
同
術
ほ
ど
徹
底
し
た
理
論
で
は
な
い
に
せ
よ
、
「
治
玉
の
輿
る
や
、
必
ず
先
に
諒
す
る
所
有
り
。
(
中
略
)
政
を
乱
す
の
本
と
は
、
下
は
上
の
権
を
侵
し
、
臣
は
君
の
術
を
用
い
、
心
は
時
的
禁
を
畏
れ
ず
、
行
は
時
の
法
に
軌
わ
ざ
る
な
り
」
と
か
、
「
名
定
ま
れ
ば
、
則
ち
物
は
競
わ
ず
。
分
明
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
私
は
行
わ
れ
ず
L
と
、
形
名
家
の
言
と
見
な
し
得
る
記
述
も
散
見
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
矛
文
子
』
に
関
す
る
全
体
的
印
象
と
し
て
は
、
前
漠
前
期
に
流
行
し
た
賞
老
・
形
名
肉
類
だ
と
す
る
劉
向
の
批
評
町
方
が
、
む
し
ろ
実
態
に
近
い
。
し
か
る
に
偽
作
者
は
、
天
下
篇
の
宇
文
評
の
側
に
依
拠
し
つ
つ
、
劉
向
的
『
手
文
子
』
評
を
「
訟
を
為
す
に
近
し
」
と
し
て
退
け
る
。
故
に
、
も
し
序
文
の
偽
作
者
が
、
『
す
文
子
』
全
体
の
偽
作
者
と
同
一
人
物
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
賞
老
・
形
名
の
-
一
盲
に
類
す
る
記
述
を
含
ま
せ
ず
に
、
最
初
か
ら
天
下
篇
の
苧
文
評
に
の
み
沿
う
形
で
偽
作
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
『
苧
文
子
』
の
内
容
は
、
上
述
の
如
く
、
む
し
ろ
劉
向
の
批
評
の
方
が
妥
当
性
を
持
つ
よ
う
な
性
格
を
示
す
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
た
と
え
自
己
の
手
文
理
解
と
は
合
致
せ
ぬ
内
容
を
大
量
に
含
む
に
せ
よ
、
序
文
の
偽
作
者
が
準
拠
せ
ざ
る
を
得
ぬ
『
す
文
子
』
の
テ
キ
ス
ト
が
、
そ
も
そ
も
彼
の
前
に
存
在
し
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
序
文
の
偽
作
者
が
『
手
文
子
』
全
体
を
偽
作
し
た
の
で
は
な
い
点
は
、
ほ
ほ
疑
い
の
な
い
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
貌
晋
に
『
手
文
子
』
全
体
が
偽
作
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
場
合
、
そ
の
偽
作
者
は
、
序
文
の
偽
作
者
以
外
に
は
あ
り
得
ぬ
こ
と
も
、
す
で
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
す
で
に
序
文
の
偽
作
者
が
『
苧
文
子
』
の
偽
作
者
で
は
あ
り
得
ぬ
以
上
、
『
手
文
子
』
が
貌
晋
に
偽
作
さ
れ
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
故
に
今
本
『
手
文
子
』
は
、
黄
老
・
形
名
の
学
が
流
行
し
た
前
漢
前
期
に
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
、
し
か
も
そ
れ
は
、
芸
文
志
が
記
す
「
苧
文
子
」
一
篇
と
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
後
漢
の
約
二
百
年
の
聞
に
、
次
第
に
脱
落
や
錯
乱
を
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
序
文
の
偽
作
者
は
、
多
数
の
脱
誤
を
生
じ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
の
順
次
を
整
え
、
従
来
一
篇
で
あ
っ
た
も
の
を
上
下
二
篇
肉
体
裁
に
編
集
し
直
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
序
文
の
偽
作
者
は
、
わ
が
手
で
撰
定
し
直
し
た
野
テ
キ
ス
ト
に
、
仲
長
統
の
名
を
借
り
て
箔
づ
け
を
し
た
ま
で
の
こ
と
浅
で
あ
る
か
ら
、
序
文
が
偽
託
で
あ
る
か
ら
と
一
言
っ
て
、
偽
作
者
が
テ
格
キ
ス
ト
を
上
下
二
篇
に
編
集
し
直
し
た
こ
と
ま
で
疑
う
必
要
は
な
い
。
眺
『
階
書
』
経
籍
志
に
至
り
『
矛
文
子
』
を
二
巻
と
記
す
こ
と
や
、
唐
蛾
以
降
の
テ
キ
ス
ト
も
す
べ
て
二
篇
本
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
裏
付
町
け
て
い
る
。
子
そ
の
後
『
ヰ
ア
文
子
』
は
、
唐
代
の
諸
書
に
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
予
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
最
も
時
期
が
早
い
の
は
、
貞
観
五
年
(
六
年
)
に
貌
徴
町
手
に
よ
つ
て
{
完
元
成
し
た
、
『
群
書
治
要
』
で
あ
る
。
『
治
要
』
が
抄
録
す
る
『
矛
文
子
』
は
、
今
本
の
よ
う
に
大
道
上
大
道
39 
下
町
二
篇
で
は
な
く
、
大
道
・
聖
人
的
二
篇
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
【
初
】
て
A
晶
表
白
大
道
上
篇
の
途
中
、
「
古
人
以
度
審
長
短
:
・
・
」
か
ら
抄
録
が
始
ま
り
、
大
道
篇
の
末
が
今
本
大
道
上
篇
の
末
と
一
致
す
る
形
で
終
わ
る
。
次
は
聖
人
的
篇
名
で
、
今
本
大
道
下
篇
の
冒
頭
か
ら
抄
録
が
始
ま
り
、
丁
度
今
本
大
道
下
篇
の
末
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
抄
録
的
状
況
か
ら
、
篇
名
に
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
『
治
要
』
が
拠
っ
た
テ
キ
ス
ト
も
、
今
本
と
ほ
ぽ
同
一
的
体
裁
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
ゅ令。
次
は
貞
観
十
二
年
(
六
三
八
年
)
の
虞
世
南
卒
年
以
前
に
完
成
し
た
、
『
北
堂
書
紗
』
で
あ
る
。
『
書
紗
』
円
引
用
は
、
今
本
と
の
聞
に
出
入
が
あ
る
。
ま
た
『
書
紗
』
に
残
さ
れ
た
『
予
文
子
』
の
侠
文
は
、
ヱ
伯
要
』
の
抄
録
部
分
に
は
該
当
す
る
文
章
が
な
く
、
他
の
類
書
に
も
見
え
な
い
。
こ
れ
に
続
く
の
は
、
貞
観
十
五
年
(
六
四
一
年
)
の
欧
陽
詞
卒
年
以
前
に
完
成
し
た
、
『
芸
文
類
来
』
で
あ
る
。
『
類
家
』
の
引
用
も
、
や
は
り
今
本
と
の
聞
に
出
入
が
あ
る
。
ま
た
『
類
血
球
』
に
残
る
侠
文
は
、
『
治
要
』
に
は
存
在
し
な
い
が
、
可
意
林
』
や
『
太
平
御
覧
』
に
は
同
じ
侠
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
三
者
は
、
い
ず
れ
も
貞
観
年
聞
の
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
成
立
し
た
文
献
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
続
く
の
は
、
唐
の
中
期
、
開
元
四
年
(
七
一
六
年
)
に
超
廷
が
著
し
た
『
長
短
経
』
で
あ
る
。
『
長
短
経
』
は
、
政
体
・
理
乱
・
反
経
・
適
変
・
卑
政
等
の
諸
篇
に
、
『
予
文
子
』
40 
を
引
用
す
る
。
引
用
箇
所
は
す
べ
て
今
本
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
『
長
短
経
』
独
自
の
侠
文
は
存
在
し
な
い
。
最
後
は
、
長
慶
三
年
(
八
二
二
年
)
の
馬
総
卒
年
以
前
に
完
成
し
た
、
『
意
林
』
で
あ
る
。
『
意
林
』
に
は
、
『
手
文
子
』
の
序
文
の
一
部
が
引
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
唐
代
の
『
矛
文
子
』
も
、
仲
長
氏
撰
定
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
得
る
。
ま
た
「
意
林
』
の
重
要
な
特
色
は
、
登
場
順
に
文
章
を
引
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
け
ば
、
『
治
要
』
と
『
意
林
』
が
拠
っ
た
『
苧
文
子
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
順
次
が
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
さ
ら
に
『
意
林
』
に
残
存
す
る
侠
文
は
、
今
本
で
言
え
ば
、
大
道
上
位
同
の
後
半
か
ら
大
道
下
篇
の
前
半
ま
で
の
聞
に
集
中
し
て
い
円
以
。
『
意
林
』
が
引
く
の
は
僅
か
に
十
二
箇
所
で
、
侠
文
は
さ
ら
に
こ
の
中
の
四
箇
所
に
過
ぎ
な
い
が
、
上
記
の
現
象
に
よ
っ
て
、
唐
本
か
ら
今
本
(
宋
本
)
に
至
る
ま
で
の
問
、
そ
の
部
分
を
中
心
に
か
な
り
の
脱
誤
を
生
じ
た
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
唐
代
の
文
献
で
は
な
い
が
、
宋
の
太
平
興
国
八
年
(
九
八
三
年
)
に
李
明
が
撰
し
た
『
太
平
御
覧
』
に
も
、
『
宇
文
子
』
か
ら
の
引
用
が
多
数
存
在
す
る
。
『
御
覧
』
の
引
用
も
、
や
は
り
今
本
と
の
聞
に
出
入
が
あ
り
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
侠
文
は
、
『
治
要
』
の
抄
録
部
分
に
は
該
当
す
る
文
章
が
見
え
な
い
が
、
『
類
同
時
』
や
『
意
林
』
と
重
複
す
る
も
の
を
も
含
ん
で
い
る
。
と
も
か
く
『
御
覧
』
の
引
用
に
よ
り
、
『
苧
文
子
』
が
、
北
宋
の
初
め
ま
で
は
、
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
の
唐
代
の
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
き
て
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
唐
・
宋
の
諸
蓄
に
引
か
れ
る
『
苧
文
子
』
が
、
仲
長
統
に
偽
託
さ
れ
た
序
文
を
持
つ
二
篇
本
で
、
基
本
的
に
は
今
本
『
手
文
子
』
と
同
一
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
、
相
当
数
の
侠
文
の
存
在
か
ら
、
こ
の
時
期
の
テ
キ
ス
ト
は
今
本
よ
り
も
分
量
が
多
か
っ
た
こ
と
、
『
治
要
』
本
と
の
比
較
か
ら
、
今
本
の
大
道
上
篇
・
大
道
下
篇
そ
れ
ぞ
れ
の
首
尾
は
、
仲
長
氏
撰
定
本
町
原
型
《
nv
を
留
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
。
故
に
今
本
『
手
文
子
』
は
、
唐
代
的
テ
キ
ス
ト
に
、
大
道
上
篇
の
後
半
か
ら
大
道
下
拙
闘
の
前
半
ま
で
の
範
囲
を
中
心
に
、
か
な
り
の
脱
誤
を
生
じ
た
状
態
の
テ
キ
ス
ト
だ
と
言
え
る
。
と
す
れ
ば
今
本
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
が
記
す
「
手
文
子
」
一
篇
の
テ
キ
ス
ト
が
、
後
漢
と
宋
町
二
度
に
亙
っ
て
脱
誤
を
生
じ
た
形
で
、
現
在
に
伝
わ
っ
た
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
結
語
『
苧
文
子
』
の
論
理
学
に
関
し
て
は
、
い
ま
だ
に
専
論
を
見
な
い
が
、
『
苧
文
子
』
的
文
献
的
性
格
が
甚
だ
不
明
確
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
『
苧
文
子
』
の
論
理
学
を
検
討
す
る
基
礎
作
業
と
し
て
、
ま
ず
『
苧
文
子
』
の
文
献
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
上
述
の
加
く
、
今
本
『
ヂ
文
子
』
を
戦
国
期
の
罪
文
の
著
作
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
戦
国
期
の
名
家
的
思
惟
を
引
き
継
ぐ
形
で
の
、
漢
初
の
形
名
思
想
が
語
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
手
文
子
』
の
思
想
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
国
期
的
名
家
の
論
理
学
が
漢
代
に
い
か
な
る
展
開
を
見
せ
た
の
か
、
そ
の
お
よ
そ
の
状
況
を
窺
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
詳
細
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。
野)
牛
島
(
1
)
張
心
激
『
偽
書
通
考
』
、
及
び
紫
雲
眉
『
古
今
偽
書
考
補
讃
』
参
照
。
(
2
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稲
「
『
公
孫
龍
子
』
指
物
論
的
立
場
ー
ー
そ
の
認
識
論
的
性
格
l
l
L
(
集
刊
東
洋
学
訂
号
)
参
照
。
(
3
)
以
下
『
苧
文
子
』
円
引
用
は
、
原
則
と
し
て
王
啓
湘
『
周
泰
名
家
三
子
校
詮
』
に
収
め
る
「
F
文
子
校
詮
」
に
拠
る
。
(
4
)
三
者
円
引
用
は
相
互
に
出
入
が
あ
る
。
本
稿
円
引
用
は
、
王
啓
湘
が
校
定
し
て
『
周
秦
名
家
三
子
校
詮
』
に
収
め
た
も
の
を
用
い
た
.
た
だ
し
、
「
執
慮
王
下
」
の
下
に
、
『
意
林
』
か
ら
「
誰
偶
王
使
」
の
四
字
を
補
っ
た
。
(
5
)
『
公
孫
龍
子
』
跡
府
筋
と
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
と
で
は
若
干
字
句
に
異
同
が
あ
る
。
こ
こ
の
引
用
は
、
二
十
家
子
書
本
『
公
孫
龍
子
』
に
拠
る
。
た
だ
し
、
諸
本
は
い
ず
れ
も
「
柴
敢
闘
者
是
而
王
是
之
必
以
属
医
失
」
に
作
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
義
が
通
ら
ず
、
私
見
に
よ
り
「
而
」
を
守
之
」
に
改
的
た
。
(
6
)
『
呂
氏
春
秋
』
正
名
篇
は
、
こ
の
問
答
の
後
に
、
「
論
皆
若
此
。
故
闇
礎
身
危
、
走
而
之
穀
如
街
。
罫
滑
王
周
室
之
孟
侯
也
。
・
-
」
と
の
批
評
を
記
す
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
こ
こ
に
登
場
す
る
斉
主
は
滑
王
と
な
る
が
、
他
的
資
料
で
宇
文
と
問
答
す
る
相
手
は
す
べ
て
宣
王
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
r宇文子』同文献的性格 (i莞41 
判
明
{
口
氏
春
秋
』
の
誤
り
か
も
知
れ
な
い
。
(
7
)
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
公
孫
龍
後
学
l
l
『
公
孫
飽
子
』
跡
府
稿
の
意
図
|
|
」
(
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
第
日
号
)
参
照
。
(
8
)
『
尚
書
』
洪
範
樹
刷
。
孔
伝
に
「
於
事
無
不
酒
、
調
之
聖
」
と
あ
る
。
(
9
)
『
詩
経
』
周
煩
・
天
作
。
毛
伝
に
「
夷
易
也
」
と
あ
る
。
(
叩
)
悦
到
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
道
法
を
生
ず
l
|
道
法
思
想
的
展
開
|
|
」
(
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
・
第
日
巻
)
参
照
。
(
日
)
王
啓
湘
「
苧
文
子
校
詮
」
は
、
生
向
上
に
「
道
」
が
あ
る
べ
き
だ
と
し
て
補
う
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
の
意
味
上
向
主
語
は
、
万
物
(
衆
・
翠
形
)
で
あ
る
。
(
ロ
)
寸
校
詮
」
は
、
道
向
上
に
「
以
」
が
あ
る
べ
き
だ
と
し
て
補
う
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
は
「
道
者
間
物
之
奥
L
と
の
『
老
子
』
の
文
を
承
け
て
お
り
、
統
治
す
る
主
体
は
道
で
あ
る
。
(
日
)
道
法
思
想
的
詳
細
に
つ
い
て
は
、
注
(
叩
)
の
拙
稿
参
照
。
(
H
)
賀
老
道
的
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
賞
者
道
内
政
治
思
想
|
|
法
術
思
想
と
の
対
比
|
|
」
(
日
本
中
国
学
会
報
第
お
集
)
参
照
。
(
日
)
『
史
記
』
太
史
公
自
序
。
(m)
注
(
叩
)
円
拙
稿
参
照
。
(
げ
)
梁
啓
超
『
飲
球
室
専
集
』
は
、
一
古
来
は
先
衰
の
名
家
内
言
で
あ
っ
た
が
、
編
者
が
誰
町
著
作
か
判
ら
な
か
っ
た
た
め
、
後
に
苧
文
の
書
と
見
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
、
ー
だ
が
そ
れ
は
誤
り
で
、
編
述
者
に
は
最
初
か
ら
宇
文
の
著
作
に
見
せ
か
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
(
日
)
貌
晋
に
お
け
る
形
名
思
想
的
流
行
に
つ
い
て
は
、
堀
池
信
夫
『
漢
貌
思
想
史
研
究
』
第
3
章
参
照
。
(
凹
)
こ
こ
は
芸
文
志
向
班
国
自
注
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
町
で
、
「
先
」
を
補
っ
て
霞
い
た
。
(
却
)
今
本
は
「
故
人
以
度
審
長
短
:
・
i
L
と
な
っ
て
い
る
。
42 
(
幻
)
「
彰
蒙
目
、
雄
兎
在
野
、
・
・
・
」
町
文
と
、
「
人
有
字
長
子
日
盗
、
:
・
・
」
問
主
的
問
に
、
四
個
町
供
丈
が
連
続
し
て
い
る
。
(
詑
)
江
南
図
書
館
蔵
明
翻
宋
本
(
四
部
議
刊
所
収
)
。
(
お
)
上
述
町
如
〈
、
『
治
要
』
の
抄
録
は
今
本
大
道
上
簡
の
途
中
か
ら
始
ま
る
が
、
大
道
な
る
筒
名
は
冒
頭
町
「
大
道
」
二
字
を
採
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
円
『
治
要
』
が
拠
っ
た
テ
キ
ス
ト
円
冒
頭
部
分
も
、
や
は
り
今
本
と
同
一
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
